



















































































































岡克彦先生 (川崎医科大 ･教授 ･生理学教室)が推薦
32
された｡初鹿了先生は理事を留任していただくこと
になった｡ 理事会は2回､常務理事会は3回開催 (う
ち1回は役員の選任のため)する予定である｡
会務報告後､一般講演が引き続き行われた｡一般
講演(4)｢マウスXⅦ型コラーゲンの組織内局在｣
と遷 して重井医学研究所の内藤一郎先生らが講演さ
れた｡この司会は新井成之先生 ㈱ 林原生物化学研
究所 ･藤崎研究所)が担当された｡
一般講演終了後､直ちに特別講演に移った｡
特別講演は ｢薬物依存形成におけるdiazepam
bindinginhibitor(DBI)の役割｣と題して川崎医科
大学の大熊誠太郎教授 ･桂昌司先生が講演された｡
この司会は亀井千晃教授 (岡山大 ･薬学部)が担当さ
れた｡この会には62名の参加者があり､盛会のうち
に終えた｡特別講演終了後､亀井千晃教授のお計ら
いで薬学部の2階会議室で懇親会が行われた｡央部
芳郎先生(名誉会員)の乾杯のご発声後､飲み物や料
理をいただきながら､和気諸々と会月相互の親睦を
深めた｡
一般講演と特別講演の要旨は､以下に記載してい
ますので､ご参照ください｡
一般講演 (1)
自ネズミの食餌におけるエネルギー ･
食物撮錐比 と糞便の形状について
中永征太郎 (ノートルダル清心女子大)
食餌条件をエネルギー(E).食物繊維(I)f)比にも
とめ､食餌のエネルギー利用率を出来る限り低下さ
せないで､しかも排便の効果が期待できるような食
餌条件を白ネズミを用いて検索した｡
まず､白ネズミの飼料組成はAIN-93標準食とし
た｡供試飼料は､食物繊維含量を0､1､3､5､10%添
加 し､cornstarchにより全体を100%とした｡この
場合のI)f源は､日本人の食物摂取状況からもとめた
Fibermixture(セルロース31%､ヘミセルロース
34%､アルギン酸5%､ペクチン7%､乳果オリゴ糖
16%､キトサン7%)を調製 した｡また､各飼料のE量
はAtwater係数を用いて算出し､E/Df比をもとめ
た｡ 自ネズミは､4週令のSD系雄を用いて､1群7匹
として､5種類のDf含量の異なる飼料を3週間与え､
糞便は､個体別に7週令後半の4日間採取した｡この
際の排便指標としては､1)糞便の形状 (風乾状態の
糞便の長径と短径をノギスにより測定)､2)風乾糞
便重量､3)胃腸通過時間(7時間維食後赤色カーミン
を配合した飼料を一斉に摂食させ､赤色の糞便を緋
壮するまでの時間)の3項目とした｡また､飼料の利
用率は､風乾物利用率としてあらわした｡
以上の条件下において､糞便の短径とその重量な
らびに利用率は､I)fO%群に比して1%以上の群が統計
